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編　集　後　記
　機関誌「大阪公衆衛生」91号は令和になって初めての発行です。本号のテーマは「誰一人取り残
さない持続可能な社会を実現しよう」といたしました。
　〈巻頭言〉では関西大学社会安全学部 高鳥毛教授に「中村哲医師のアフガニスタンにおける活動か
ら公衆衛生の原点をみつめる」と題してご寄稿いただきました。
　関西空港検疫所 笠松所長にはグローバリゼーション時代として新興感染症に対する検疫所の業務
について、その歴史と、自治体との連携の重要性について解説いただきました。あわせて新型コロ
ナウイルス感染症（COVID-19）発生という緊急事態についても言及いただきました。大阪国際がん
センター田淵先生には「メディアが伝えない！新型タバコのリスク」として加熱式タバコや電子タ
バコといった新型タバコについて詳説いただきました。近畿大学社会連携推進センター 安田教授に
は「グローバル化と保健医療者の移動を考える」として、将来日本の保健医療に必要な人材を持続
的にどう確保するかという提案をいただきました。宮園所長には、都道府県型保健所から市型保健
所として市立保健福祉センターと保健所の組織としての業務について述べていただきました。
　〈トピック〉では、「健診項目に身長短縮の追加を」として特定健診の問診項目に「以前の最高の身長」
を追加することで「身長短縮割合」の算出により運動や食生活習慣の見直しにつながる新規の提案
がされました。そのほか、〈会員の声〉では国際保健学を学びアフリカでのHIV・母子保健対策に従
事活躍した報告をいただきました。藤原久十郎賞受賞の会員からは、「35年の保健師活動を振り返っ
て」として報告いただきました。
　業務に忙殺を極めるさ中、本号への掲載のためにご執筆やご尽力を賜りました皆さま方に厚く御
礼申し上げます。
（出版編集室長　松本一美）

